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要　旨
　　噴火災害への対応における市町村保健師の活動の特徴を明らかにし，市町村保健師の果たした
　役割を分析することを目的に，噴火災害を経験したA町の一活動事例を対象とし，町の管理的立
　場にいる保健師1名に対する半構成的面接調査を行った．
　　結果として，災害の推移経過時期毎の保健師の行動と判断及び意図を分類整理した．避難期：
　【ハイリスク者の避難・入院・施設入所支援H避難所での環境整備活動】【保健師活動の応援要
　請】，避難所生活期：【避難所における保健活動1【情報の収集と発信1（役場職員としての住民の
　要望や苦情への対応1，復興期：【通常保健福祉サービスの再開】【災害の影響の把握に基づく保
　健活動の再編】【避難所閉鎖までの避難所保健活動の継続L平常期：【災害活動から通常保健活
　動への視点転換】【災害保健活動の評価】であった．
　　町保健師の活動の特徴として，1）災害発生時から平常への移行まで一一貫して行う，災害に最
　も弱い住民の避難支援・生活支援，2）市町村職員として求められる住民の多様な要望への第一
　線での対応から，保健師の専門性を活かした調整および環境・社会条件整備への活動の移
　行，3）災害の影響を考慮した保健福祉サービスの再開・再編と通常活動への引継ぎの3点が挙
　げられた．
　　噴火災害の町保健師の活動においても，健康危機管理の拠点としての保健所における保健師の
　活動と同様に，平常の活動でも求められる役割である住民への直接対応，関係機関との調整，環
　境・社会条件整備の役割が災害の推移に応じて発揮されていた．
　　特に町保健師が関わるべき対象として特徴的なものとして，日頃の保健師活動で関わる機会の
　少ない対象であるが，災害時には医療の確保が必要不可欠となる透析患者等が挙げられた．
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　　　　　　　　1．はじめに　　　　　　　　　　に関する計画を作成し実施する責務を有するとさ
　地域における健康危機管理の拠点は都道府県等　　　れている．自然災害では特に，大多数の住民の生
が設置する保健所と「地域保健対策の推進に関す　　　命が脅かされ生活の基盤が根底から覆される事態
る具体的な指針」により位置付けられている．保　　　となることが多い．このような時，市町村保健師
健所保健師も保健所職員として健康危機発生時に　　　は，基礎自治体の一職員として住民の安全を守る
は第一線に立ちその機能・役割を発揮しており，　　　ため，第一線に立った活動の展開に迫られる．し
このような実践の報告や研究が発表されている1）2｝．　　かし，市町村の健康危機管理体制は保健所と比較
　一方，災害対策基本法により，市町村は，防災　　　して殆ど整備されていないという報告蝿ある．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また，市町村保健師の災害時の実践に関する報告
1千葉大学看護学部地域看護学教育研究分野　　　　　は極めて少ない．市町村保健師の災害対応の実践
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を詳細に分析することは，今後の市町村における　　　　A町保健師の活動　一事例
健康危機管理体制の構築に一示唆を与えるものと　　　2）調査内容　町保健師の行動と判断及び意図
して，本研究に着手した．　　　　　　　　　　　　3）調査方法　A町保健福祉担当課で管理的立場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にいる保健師1名に対する半構成的面接，およ
　　　　　　　］1．目　　　的　　　　　　　　　　　びA町噴火災害関連資料調査
　噴火災害への対応における市町村保健師の活動　　　4）調査時期　平成14年11月
の特徴を明らかにし，市町村保健師の果たした役　　　3．分析方法
割を分析する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　面接から逐語録を作成し，そこからA町保健師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の行動と判断及び意図の読み取れる内容ごとに短
　　　　　　　班．方　　　法　　　　　　　　　　い文章としてまとめ，時系列に沿って整理した．
1．A町の噴火災害および保健所の活動　　　　　　　　保健師の行動を，住民個々への直接対応，関係機
1）A町の概要　　　　　　　　　　　　　　　　　関との調整，環境・社会条件整備という視点で分
　入口約1万．火山に近接しており，温泉街とし　　類を行い，さらに災害の推移状況から避難期（発
て発展した風光明媚な観光地である．町保健師は　　　生～4月中旬）・避難所生活期（～6月）・復興期
保健福祉担当課に6名が配属されており，保健福　　　（～9月）・平常期（～平成14年11月）に分け，
祉センターに常駐している．　　　　　　　　　　　それぞれの期において，意味内容の類似するもの
2）噴火災害の概要　　　　　　　　　　　　　　　　をまとめ，分類整理した．資料から得られたデー
　調査資料および面接内容より要約した噴火災害　　　夕については，分析の各段階で補完的に用いた．
の概要を以下に述べる．平成12年3月28日より有
感の火山性地震が多発し，住民の避難が開始され　　　　　　　　　　W．結　　　果
た．31日に噴火．家屋等に大きな被害は出たが，　　　　各時期における保健師の行動と判断及び意図を
避難完了後で人的被害はなかった．4月4日に再　　　以下に述べる
度噴火．13日から徐々に避難指示区域の解除が実　　　1．避難期
施された．A町を含む1市2町で最大時1万6千　　　　避難期のA町保健師の行動と判断及び意図（表
人が避難し，避難所は最大で8市町村34か所，約　　　1）は，【ハイリスク者の避難・入院・施設入所
6千人の規模に及んだ．避難地域の縮小と仮設住　　　支援1【避難所でのi環境整備活動】【保健師活動の
宅への入居時期は5～7月，避難所が最終的に閉　　　応援要請1に整理された．この時期の活動はハイ
鎖されたのは8月，全避難指示区域の避難解除が　　　リスク者の避難・入院・施設入所支援が主であり，
出されたのが平成13年6月であった．　　　　　これに多くの時間を費やしていた（1－1）．住
3）噴火災害における保健所の保健活動の概要　　　民個々への対応が多く，関係機関との調整も住民
　調査資料および面接内容より要約した噴火災害　　　個々への直接対応の必要性から行われているもの
における保健所の保健活動の概要を以下に述べる．　　がほとんどであった．また，避難所の開設に伴い，
火山一帯地域を管轄する保健所は，3月28日より　　環境整備活動を実施していた（1－－2）．この時
保健所支援対象者の安否確認を開始．29日に保健　　　期は保健活動に限らず，総合的な生活支援を行っ
所対策会議を設置し市町の避難所設置状況の調査　　　ていた．また，町保健師への要請の状況を判断し，’
を開始し，30日には避難所保健活動支援を開　　　保健所保健師へ支援を要請していた（1－3）．
始．31日の県保健医療救護センター設置後は，保　　　2．避難所生活期
健所とセンターの活動を融合．保健所保健師が散　　　　避難所生活期のA町保健師の行動と判断及び意
在した避難所を地区別に分けた班のり一ダーとな　　　図（表2）は，【避難所における保健活動】【情報
り，県内他保健所からの応援保健師とでチームを　　　の収集と発信］【役場職員としての住民の要望や
組み6班体制で避難所保健活動を展開．被災市町　　　苦情への対応1に整理された．避難所生活期には，
に対しては，協議しながら状況に応じ保健活動を　　　避難所における活動が環境整備活動から保健活動
代行・補完・協働する形で活動を展開した．復興　　　へと移行している（2－1）．町保健師は避難所
期には，健康課題の把握や対応策など計画を立案　　　において，健康問題を把握したり住民の持つ情報
しながら市町保健師と共に活動している．　　　　　　の提供を受けたりしている．そしてそれを連絡会
2．調査方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　議やカンファレンスなど様々な場函で保健所保健
ユ）調査対象　噴火災害の発生直後から復興を経　　　師や避難所職員などの関係者へ伝え，情報の共有
　て平常状態に至るまでの，噴火災害に関連した　　　を行い，その上で保健所からのアドバイスを受け
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表1：避難期のA町保健師の行動と判断及び意図
A町保健師の行動と判断及び意図 住民への直ﾚ対応
閲係機閲と
ﾌ調整
環境・社会
?署ｮ備
1－1　ハイリスク者の避難・入院・施設入所支援
日冨の饗高’面1で既に1避している一：民の　からのハイリスクエのリストアップ
避難支援
・第一報が入った時，介護保険認定者の中から1人での避難が大変な高齢者をリスト ●
アップする．
・社会福祉協議会に委託していたホームヘルプサービス利用者の名簿とつき合せを行
､．
●
・最初に開設した避難所にあらかじめ避難できることをリストアップした38世帯に連 ●
絡する．
ハイリスク者の所在地の情報集積
・ケアマネージャーが独自に利用者の居場所を探しており，その状況を保健師のもと ●
に情報提供してもらう．
・透析患者を全く把握していなかったので，病院の看護師長から透析患者リストを ●
送ってもらう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
虚弱な住民の避難所移動の介助
・避難所の移動の際，他の人とは別に避難できるよう，一旦避難所に集まった人から ●
虚弱な人を保健師が選ぷ．
・虚弱な人の再避難を自衛隊の協力によりヘリコプターにて行う際に保健師1人が同 ●
行し対応．
入院・施設入所希望者の手配
・具合の悪くなった人を病院に連れて行く． ●
・自分の通院について相談に来た住民への対応． ■
・学校等に避難してきた人の中で対応できない人をデイサービスセンターに手配する． ● ●
・入院先を探してほしいという人の対応． ● ■
・2か所の居宅介護支援事業所に対し情報の提供をし，入院先や施設を探してもらう． ●
・町内医療機関も避難対象となったため，透祝患者の転送先や移送の手配を行う． ● ●
・在宅酸素療養患者の受け入れ先を手配する． ● ●
1－2　避難所での環境整備活動
避難所での総合的な生活支援
・最初の避難所は保健福祉担当課が担当すると決められており，これに基づいて行動 ●
する．
・6か所の避難所から町保健師に対応してほLいという連絡が課に入り，対応を検討 ● ●
する．
・夜に町保健師2名が避難所に泊り込み，相談対応を行う． ●
・町保健師の避難所の担当を決めておき，それぞれが担当避難所の状況に合わせて助 ●
く．
・31日には，一日がかりで避難所の巡回を行う、 ●
避難所のバリアプリー化
・体の不自由な人のために和式トイレへの洋式便器カバーを用意する． ● ●
・トイレのドアが開いてしまうのでカーテンを貼る． ●
避難所の感染症発生・流行予防
・うがい推奨のポスターを手書きで作成し掲示する． ●
・うがい薬を薬局から購入し施設・学校・避難所に設置する． ●
1－3　保健師活動の応援要請
応援を要請するための状況判断
・6か所の避難所の対応は町内の保健師では対応できないと判断し，保健所保健師に ●
応援要請する．
・避難所の医療救護や必要性の情報把握，要介護者の調整窓口について保健所保健師 ●
と検討する．
活動を展開している（2－2）．この時期になる　　　　復興期におけるA町保健師の行動と判断及び意
と，災害保健活動の環境・社会条醗｛1　としての　図（表3）は一通常保f建福祉サービスの再闇【災
関係機関との調整が多く行われるようになってい　　　害の影響の把握に基づく保健活動の再編】【避難
た．その中で，一役場職員として住民個々の要望　　　所閉鎖までの避難所保健活動の継続】に整理され
や苦情への対応に追われる状況も続いていた（2　　　た．復興期になると，A町保健師は，町θ）提供す
＿一
@3）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る保健福祉サービスの再開（3－1）と・災害の
3．酬期　　　　　　　　　影響の把握に基づく保健福祉サービスの醐（3
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表2：避難所生活期のA町保健師の行動と判断及び意図
A町保健師の行動と判断及び意図 住民への直ﾚ対応
閲係機関と
ﾌ調整
環境・社会
?署ｮ備
2－1　避難所における保健活動
各避難所の憧康管理活動
・町保健師も避難所の健康相談に参加できるようになる． ●
・日報では，避難所で起きている健康上の問題などを端的に記録することができてい ●
た．
・避難所の健康管理を保健師がすべきだというように町職貝の意識が変わってきたこ ● ●
とを感じる．
バリアフリーの避難所の管理運営
・町内に戻れるようになってから，デイサービスセンターを一般の避難所での生活が ● ● ●
困難な住民に対するバリアフリーの避難所として再度開設し，管理運営を保健師が
行う．
・デイサービスセンターで保健師も夜勤を行った． ●
・4月に採用なった保健師が毎日デイサービスセンターへ健康相談に出向く． ●
・デイサービスセンターの入居者のお世話や昼食と夕食作りを，ヘルパーにお願いす ● ●
る．
2－2　情報の収集と発信
災害情報の収集
・毎日町広報が発行されたので，これを見て情報を得る． ●
・報道のほうが早く，町民が携帯電話で得た情報を伝えてくれたので，ここから情報 ● ●
を得る．
・保健所の保健医療救謹センター本部とのつながりがあれば，差しさわりや混乱はな ● ●
かった．
会議等の出席による情報の共有・スーパーバイズの受け入れ
・早い時期から火山噴火に伴う医療救護班活動にかかわる連絡会議に上司の要請によ
闖o席する．
● ●
・避難所のカンファレンスに参加する． ● ●
・打ち合わせは随時，早朝等に行う． ● ●
・保健所の係長と話し，先を見たほうがいいとのアドバイスを受け入れる． ● ●
実態の把握とそれに基づく情報の発信
・毎日避難所で活動する保健師から得られたデータを避難所の日報として保健所に ● ●
FAXする．
・避難所の環境衛生・食品の保管・子どもたちの様子を見て問題を提言し，避難所職 ● ●
員と協議する．
・パリアフリーの仮設住宅の設営戸数構造について相談され，町保健師が直接決定を ● ●
した．
遠方避難者への町情報の提供
・町サービスや住民情報の提供・調整のため，遠方の避難所に担当保健師をつけた． ■ ●
2－3　役場職貝としての住民の要望や苦情への対応
生活物品の確保
・本部にて，生活物品の手配を行う． ● ●
・保健師1名をミルクや紙おむつの確保担当とする． ● ●
苦情の対応
麟籍麺対応を行う・町糎ならli£でも対蘭能な酬処理といった内容の ●
閲係機閲との話し合いにおける調整
繋き竃齢三三野霧譜E窃f皇㌶鵠禦ていな剛囎剖↓め ●
一2）を行っている．この時期は，サービス提供　　　閉鎖された後の平常期は，コミュニティの再編や
時の町住民個々への直接対応と，そのための環　　　こころの問題など災害の経験による影響が残って
境・社会条件整備が多く行われていた．避難所保　　　いるのを意識しながら，それを通常の保健活動に
健活動についても，避難所閉鎖まで町保健師が責　　　つなげて行っていた（4－］）．また，災害時の
任を持って継続していた．　　　　　　　　　　活動を振り返り，評価を行い，それを関係機閲と
4．平常期　　　　　　　　　　　　　　　　　共有すると共に，災害保健活動の情報として発信
　平常期のA町保健師の行動と判断及び意図（表　　　していた（4－一一2）．
4）はr災害活動から通常保健活動への視点転換】
【災害保健活動の評価】に整理された．避難所が
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表3：復興期のA町保健師の行動と判断及び意図
A町保健師の行動と判断及び意図 住民への直ﾚ対応
関係機閲と
ﾌ調整
環境・社会
?署ｮ備
3－1　通常保健福祉サービスの再開
避難状況下での町保健サービス提供
・4月に実施歪きなかった乳児健診を5月の隣町の健診で一緒に行う．保健師や栄養士も隣町に行き，健診に参加した． ● ●
・町民基本健診を行えなかったので，夏に避難所健診を行った．みな避難所を出て仮 ● ●
設住宅に行ったり帰宅したりしていたので受診者が少なく，秋にもう一度行うこと
になった．
町通常保健サービスの再開
・不自由な身体を抱えての避難生活で，どこかで会った時の家族の愚痴が大きい．集 ● ●
まって話を聞いたほうがいいということで，リハビり事業終了後の介護者・本人の
会を早い時期に再開する．
3－－2　災害の影響の把握に基づく保健活動の再編
住民の平常生活への移行の確認
・自宅に戻った虚弱な商齢者を注意しながら見守る． ●
被災後の保健活動に対する住民のニーズ把握のための調査の実施
・母親たちのストレスを除去する事業が必要というアドバイスを受け，まず母親たち ● ● ●
のストレスがどの程度だったかを，保健所と一緒にアンケート調査を実施する．
・仮設住宅の住民の調査を保健所と一緒に行う． ● ● ●
新たなニーズ把握に基づく新規活動の実施
・新しくできた公営住宅に引っ越した高齢者に対し，どこにもいくところがなく悶々 ● ●
としていると心配した人が声をかけており，ここにサロン的な集まりを作ることに
した．
・避難所保健活動により新たに支援対象者が把握され，通常の業務より家庭訪問件数 ● ●
が増加する．
被災活動による，関係機関における保健師の役割理解の深まり
・他の町に転校した児童の様子を見に行った教師から，その子のチック症の相談を受 ● ● ●
け対応した結暑，困ったことは保健師に相談すれば解決できるのではないかと考え
てもらえるようになった．
3－3　避難所閉鎖までの避難所保健活動の継続
町内における救護班活動の判断・決定
・救護班を置く避難所の決定を行う． ● ●
・救護班巡回の決定を行う． ● ●
・救謹班終了の判断を保健師が行う． ● ●
避難所の情報の集約
・避難所の日報のFAXを全て町保健師の方に集約するようになった． ● ●
　　　　　　　　　V．考　　　察　　　　　　　　　　虚弱な高齢者は町保健師の通常活動においても常
1．噴火災害への対応における町保健師の活動の　　　に援助対象者として関わりを持っており，災害時
　特徴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の対応も，このような日頃の活動の延長線上とし
　各時期における保健師の活動を一連の活動とし　　　て捉えることができた．
て捉えた際に考えられた市町村保健師の活動の特　　　2）市町村職員≒して求められる住民の多様な要
徴は，以下の3点であった．　　　　　　　　　　　　望への第一線での対応から，保健師の専門性を
1）災害発生時から平常への移行まで一貫して行　　　　活かした調整および環境・社会条件整備への，
う，災害に最も弱い住民の避難支援・生活支援　　　　　活動の移行
　A町保健獅は，避難期には，虚弱な高齢者・透　　　　避難期の活動は，役場職員として住民対応の第
析患者・在宅酸素療養者など避難や避難後の生活　　　一線に立つという行動が求められており，住民へ
に援助の必要な住民の把握に努め，把握した個々　　　の個別対応の割合が多くなっていた（表1）．し
に対する避難・入院・施設入所支援を行っていた　　　かし，避難所生活期や復興期になると，関係調整
（1－1）．避難所での活動においても，一般の　　　及び環境・社会条件整備に向けた活動が増加して
避難所での生活が困難な者の掘り起こしやバリア　　　いる（1（　2，表3）．保健師はその専門性を活か
フリー避難所の管理運営を行い（2－1），最終　　　して市町村保健師としての住民への直接対応の必
的に自宅に戻った者に対しても，見守りが必要と　　　要性を整理し，関係機閏との調整機能を随所で発
判断した場合は家庭訪問を行っている（3－2）．　　揮しながら，災害保健活動の環境・社会条件整備
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表4：平常期のA町保健師の行動と判断及び意図
A町保健師の行動と判断及び意図 住民への直ﾚ対応
関係機関と
ﾌ調整
環境・社会
?署ｮ怖
4－1　災書活動から通常保健活動への視点転換
コミュニティ再編に対応した活動の実施
@・新たに作った公営住宅で，災害保健活動ということではなく，介護予防，閉じこも
@　り予防という目的で健康教育を開始している．
@・災害後のケアということを前面に出さずに活動していこうとしている．
ﾐ害の影響として残るこころのケアの問題を実感
@・保健師も気持ちは引きずっているけれど，逓常の業務は行っている．
@・災害を経験して，もとの住宅に戻るとしても，人の心は戻っていないと感じた．
@・ストレスのアンケートをとったところ，消防の職員はゼロだったのに対し，役場職
@　員は重い結果が出ていた．
●●●
●
●●●●
4－2　災害保健活動の評価
災±経験を通じてのネットワーク強化
@・同じ経験をしたことで入間関係が近くなった．災害が悪いことばかりではなかった．
@・災害の経験により，学校の教員にも，問題を抱える児童生徒には家庭の問題などが
@　背景にあることがわかった．広域的な方がよいと判断し，保健所に入ってもらい勉
@　強会を開催・継続している．
?ｮ評価の共有・発信
@・社会福祉協議会が補助金を得て高齢者・障害者の救出について研究することになり，
@　保健師も研究メンバーとして参加し，聞き取り事例の選出と聞き取り調査に加わっ
@　た，
●
●●● ●●
を進めている．このような活動の移行も，組織の　　　が中心であり，また救援物資の配布，避難所の環
一員として行動する市町村保健師の活動の特徴と　　　境整備，防疫対策が必要であった．仮設住宅への
なっていた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　入居時期には住民の生活に関する問題の対応が多
3）災害の影響を考慮した保健福祉サービスの再　　　くなっており，これに続いて定例業務の再開と災
　開・再編と通常活動への引継ぎ　　　　　　　　　害業務の継続，また精神保健対策などの予防業務
　A町保健師は，復興期より災害の影響を考慮し　　　を継続していた．近隣関係や社会的ネットワーク
つつ，乳児健診やリハビリ修了者の会などの町保　　　の喪失が起きており，健康相談の中で住民岡士の
健福祉サービスを再開していた（3－1）．この　　　つながりを大切にした地域づくり活動を展開して
時，サービス提供における住民との直接対応から　　　いた．以上の災害の経過に伴う保健活動の推移は，
コミュニティ再編にまつわる課題や新たなニーズ　　　今回の結果とほぼ同様であると考えられる．
の出現を把握し，これに対応した事業を開始して　　　3．保健所保健師の活動との比較
いた（3－2）．これらの活動は，最終的には災　　　　今回の結果で保健所保健師と比較し，市町村保
害という限定された状況から切り離し，町の通常　　　健師の活動として特に特徴的と考えられた点は，
活動として引き継がれていた（4－1）．ここに，　　ハイリスク者の捉え方である．保健所保健師も精
住民に身近で基本的な保健福祉サービスを一元的　　　神障害者等，通常活動において常に援助対象とし
に提供するという市町村の役割を担う，保健師の　　　て関わりを持っている者をハイリスク者として支
活動の特徴が現れていた．　　　　　　　　　　　　援している4）ことは市町村保健師と同様であった．
2．噴火災害において町保健師が果たした役割　　　　しかし，透析患者については，災害発生時は誰が
　八田らは，阪神淡路大震災における保健所保健　　　患者かも把握されておらず，医療機関のリストを
師の活動で，全体を調整する機能，欄別の健康を　　　送ってもらい対応している．このような介護の必
見る機能，環境全体を整備する機能が求められた　　　要性の少ない在宅要医療者は，目頃の保健師活動
と考えている．そしてこれは平常の活動でも求め　　　で関わる機会の少ない対象であるが，災害時には
られるものと述べている2］．噴火災害の町保健師　　　医療の確保が必要不可欠である．今回の噴火災害
の活動においても，住民への直接対応，関係機関　　　では，町内医療機関も避難対象になり，また交通
との調整，環境・社会条件整備の役割が災害の推　　　規制などのため，医療機関からのアプローチや患
移に応じて発揮されていた．　　　　　　　　　　　　者自身による医療確保が困難な状況にあった．そ
　同様の噴火災害の活動｝においては，発生初期　　　のため，町保健師が転送先や移送の手配を行って
の健康対策として，老入や病弱者など個別の対応　　　おり，町保健師の関わった対象として特徴的で
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あった．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時点で保健師の役割を明文化しておくことや，日
4．保健所保健師の活動との関連　　　　　　　　　　頃の活動から災害発生時にも対応できる関係機関
　高鳥毛は，阪神淡路大震災において保健所が市　　　とのネットワークを構築しておくなど，初期から
の保健活動を支えている実態が見られたと報告し　　保健師の専門性を発揮できる条件整備が必要とな
ている5）．今回の噴火災害においても，避難期に　　　る．（本研究は，平成14年度厚生労働科学研究「地
おける避難所の医療救護や必要性の情報把握，要　　　域の健康危機管理における保健所保健師の機能・
介護者の調整窓口などについて保健所保健師と検　　　役割に関する実証的研究」の一部として実施し
討を行い，また避難所生活期には活動の方向性に　　　た．）
ついてアドバイスを受けていた．そして，復興期
には共に住民への災害の影響に関する調査を実施　　　　　　　　　　　文　　　献
していた．高鳥毛は，被災者に対する保健活動の　　　1）長野良子1震災被災者への保健婦活動と現状
実践は，市町村を主体としつつ公衆衛生の立場か　　　　における課題、看護，50㈲，194－205，1998．
らの専門的サポートが不可欠であると述べてお　　　2）八田順子，中野恵子，原田節子，他：大規模
り5），保健所の支援を効果的に受けるための連絡　　　　災害対策における保健婦の役割　6町を管轄す
や情報共有が重要になると考えられる．　　　　　　　る保健所の保健師活動．保健婦雑誌51｛9），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　685－687，　1995．
　　　　　　　　W．結　　　論　　　　　　　　　　3）杉浦裕子，武田真治，大井田隆：全国の保健
　今回対象とした噴火災害において，町保健師は，　　　所・市町村における健康危機管理機能の実態．
刻々と変化する状況の中，町民や関係機関からの　　　　日本公衆衛生雑誌，49⑩，463，2002．
膨大な活動要請に対処しなければならないという　　　4）野中伸子，金子仁子，三宅美恵子，他：雲仙
過酷な条件の下で活動を行っていた．一度大規模　　　　普賢岳噴火災害における保健活動．保健婦雑誌，
な自然災害が発生すれば，事態の混乱は避けられ　　　　5ユ｛9），739－747，1995．
ない．そのため，市町村保健師が市町村保健師な　　　5）高鳥毛敏雄：災害時の公衆衛生と保健婦．保
らではの役割を発揮するためには，防災計画作成　　　　健婦雑誌，52（8｝，600－6e5，1996．
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